
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 岐阜県立岐阜希望が丘特別支援学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月２２日（土） 

実 施 概 要 「なかよしフェスタ（文化祭）」の公開 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 

  □自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 

  □授業公開 ■成果発表 □交流活動 □講演会等 

 

  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 １０３ 人 
計 １３２ 人 

地域関係者  ２９ 人 

 

実 施 状 況 

１ 学習発表（ステージ発表） 
（１）小学部 重複障がい学級 低学年 「ももたろうたち」 
   低学年の児童は、ステージでの発表に慣れていないことから、事前

に学習の様子を撮影してVTR編集し、「ももたろう」の話をもとにし
た創作劇を行った。内容は日頃の学習活動の様子をストーリーに合わ
せ工夫を凝らした。エンディングでは、１７人の児童が、ももたろう・
おじいさん・おばあさん・イヌ・サル・キジの衣装を着けて、ステー
ジに立ち、歌を歌いながら配役発表をした。 

 
（２）小学部 重複障がい学級 高学年 「みんなのがっこうをつくろう」 
   来年の夏に完成する新校舎に向け、あと少し何かが足りないと１４

人の児童が、森（歌に合わせての踊り）・川（歌・楽器演奏）・海（イ
ルカとボールのやりとり）へ出掛け、「光」「笑顔」「元気」の３つ
の玉をゲットするという創作劇を発表した。校外学習・宿泊学習・修
学旅行で出掛けた場所から各学級が場面を設定し、VTRを交えながら、
児童の実態に応じ工夫を凝らした発表をした。 

 
（３）小学部 通常学級 「音楽発表」 
   ５人の児童が、「心をこめて演奏しよう」を合言葉に、これまで時

間をかけ練習し、学習してきた成果を発表した。１年生が鍵盤ハーモ
ニカ、鉄琴等で「きらきらぼし」「こいぬのマーチ」を、５年生がリ
コーダー、鍵盤等で「リボンのおどり」「威風堂々」を演奏した。最
後に、全員で「世界が一つになるまで」を合唱した。 

 
（４）中学部 「フローズン・フェスタ」 
   「アナと雪の女王」の話をもとに、１５人の生徒が、女王・王女の

姉妹、石の妖精、雪の妖精となり、ありのままの姿でみんなと仲良く
前に進んで行こうというメッセージをこめた創作劇を行った。グルー
プ全員でのダンス、ナレーション、学習活動の中で身に付けた得意な
動作や動き（氷に見立てた布を引っ張る、大型積木を倒す）、エンデ
ィングの全員での歌などを発表した。 

 
２ 地域交流（作品展） 

  当校児童生徒・交流校の児童生徒・地域の方々の作品を、校内の一角
に展示した「なかよしギャラリー」を設け、作品鑑賞を通して地域交流
を図った。 

 



 

成果及び課題 

 参観者からのアンケートによると「それぞれの個性を生かし楽しい劇だ

った。子どもたちの日頃の学習やその成果が発表されていて良かった」「ど

の子も自分のできることを生き生きと精一杯やっていて、感動した。」等

の感想がたくさん寄せられ、児童生徒の学習の成果を伝えることができた。

また、「子ども一人一人が活躍できるよう役が配分されていたり、支援用

具が揃えてあったりと、とても工夫されていた。」「先生方のこれまでの

準備、指導、当日の頑張りに子どもたちへの愛情と温かさを感じた。」等

の感想もあり、当校の教育について理解を深める機会にもなった。 

 当校の児童生徒の作品と合わせて、交流校の児童生徒や地域の方々の作

品を展示した「なかよしギャラリー」には、ほとんどの参観者が足を止め、

「制作の様子を写真付きで紹介されていて分かりやすかった。」という感

想もあるように、１つ１つのコメントを読みながら、丁寧に鑑賞されてい

た。当校児童生徒の作品を通して、日頃の学習の成果を発信することがで

きた。また、当校の児童生徒の中には、外部の方の作品を鑑賞することに

より、表現の美しさや表現の方法について学ぶ機会となった者もいた。 

 ７名のボランティアが来校し、舞台裏での大道具の出し入れや記録写真

の撮影など、ステージ発表のサポートを依頼した。当校の教育活動や児童

生徒の理解を深める良い機会となった。 

 例年、会場が大変狭いため、入れ替え制でステージ発表を鑑賞していた

だいている。会場に入れない場合は別室のモニターでの鑑賞をお願いして

いる。一部「当日の流れが今一つ把握できなかった。」というご意見をい

ただいたが、本年度はこの校舎で行う最後の発表ということで、ご理解を

いただき、何とかスムーズに進行できた。 

 


